
資料３

　１）統計データの分析も踏まえ，審理の長期化現象の生じる状況や要因，
　　　その背景にあると考えられる事情等について，構造化した仮説の構築
　　　を行う

　２）刑事事件においては，事件の「タイプ」別の構造図を作成していく方向
　　　で検討

　３）想定される事件パターンを実在の事件から抽出することで構造図を作
　　　成し，考えられる要因を図式化

事件抽出方針・調査方法

基本方針

①　長期係属事件調査表などから審理パターン
　　例になりうる事案を選出

②　事件報告データ等と判決書，必要に応じて事
　　件記録（公判調書）を検討

事件記録

判決書

調査表
など

審理の長期化にかかわる要因仮説（刑事訴訟第一審）の検討の方向性

調査方法

①　争点・証拠構造，証拠方法，訴訟進行上の問題
　　などに着目し，代表的な審理パターン例を抽出

事件抽出方針

審理パターン例Ａ 審理パターン例Ｂ 審理パターン例Ｃ

調査表など
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